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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は高度情化報時代における移動支援に関す る基礎的研究として,情 報による歩行支援技術を

用いた,視 覚障害者の歩行支援環境づ くりについて論 じた ものである.身 体障害者が移動する際の重

要な情報や地下街についてのニーズをま とめ,「大阪梅 田ター ミナル地区歩行者ITS社 会実験」によ り

システムの有効性や経路案内についてユニバーサルデザインの可能性を明らかにした.特 に,経 路案

内が最 も困難であると考えられる視覚障害者にっいては,空 間認知の視点か ら歩行能力を捉え,歩 行

支援情報システムの新たな評価方法を提案 した.本 論文は8章 で構成された.

第1章 では,研 究の背景,研 究の 目的が述べ られた.研 究の背景では,今 後の高齢社会における社

会基盤整備の方向性にっいて,ユ ニバーサルデザインを志向 した市民参画型の計画 ・設計の重要性 が

述べ られた.ま た,視 覚障害者の歩行支援環壌 と歩行支援情報システムの位置づけを明確に し,本 論

文の研究課題が述べられた.本 論文の研究 目的として,以 下の5点 が挙げ られた.

① 平成13・14年 の大阪梅田ター ミナル地区歩行者ITS社 会実験 より,こ の情報提供システムの有効

性や障害者のニーズへの対応のあり方,情 報提供,機 器の使用に関す る意見について評価を行 う

② 属性 の異なる対象に対する統一的なアプロ…チ として、経路案内におけるユニバーサルデザインの

可能性 について,晴 眼者 と視覚障害者の経路案内を融合 させてい く場合の条件について整理す る,

③ 視覚障害者は晴眼者に比べ,空 間認知は曖昧である場合が多 く,視 覚障害者の空間認知の特質 を考

慮に入れた誘導方法を考える必要がある.そ こで歩行実験や方向感覚質問紙を用いて,視 覚障害者

の空間認知,歩 行能力,利 用情報にっいて考察を行 う.

④ これ まで視覚障害者のための歩行支援情報システムの評価方法は確立されていない。そこで,そ の

一つ として,歩 行能力 ごとに被験者を分類 した評価方法の検討を行 う.

⑤ 視覚障害者が外出時の危険箇所の一っ として挙げる信号交差点における視覚障害者の行動分析お

よび歩行支援情報システムによる安全性の確保について評価を行 う.

第2章 では,歩 行支援情報 システムの現状 と課題および視覚障害者の特性 について整理 した.歩 行

支援情報システムは,国 の重要な社会基盤整備の一っ として位置付 けられ,様 々なシステムの開発が

進んでいることがわかった.し か し,技 術的課題,情 報内容の標準化,多 様な障害ニーズへの対応,

そ して評価 方法が確立 していないことなどの課題を明 らかにした.ま た,視 覚障害者の特性や歩行特

性に関する既往研究を整理 し,視 覚障害者へ経路案内を行 う場合の考慮すべき点および今後の研究課

題 について整理 した.

第3章 では,大 阪梅田地下街で行なわれた歩行者ITS社 会実験により得 られた結果を基に,経 路案

内に対 して視覚障害者,晴 眼者それぞれが求めるものを明確 にした.こ れ らを要件として視覚障害者

と晴眼者の経路案内を融合させていくことで,経 路案内におけるユニバーサルデザインの可能性につ

いて検討 した.視 覚障害者と晴眼者を含んだ経路案内のユニバーサルデザインにっいて,そ の可能性

を検証 した結果,視 覚障害者 と晴眼者が共有 して利用す ることの可能な経路案内情報の作成 について

は,卜 分に可能性があることを明らかに した.

第4章 では,空 間認知能力の一つである方向感覚を,方 向感覚質問紙簡易版を用いて調査 し,視 覚

障害者 の歩行能力 と方向感覚に関す る考察を行った.視 覚障害者への経路案 内には,そ の歩行能力に

合った情報提供が必要である.視 覚障害者の歩行能力は空間認知能力に大き く起因 している.そ こで,

視覚障害者の方向感覚を明らかに し,歩 行能力について考察を行 った.そ の結果,方 向感覚の良い人

ほ ど歩行能力が高いことを明 らかにし,方 向感覚質問紙簡易版を用いて視覚障害者の歩行能力 を測定

できることを明 らかにした.

第5章 では,視 覚障害者の空間認知と歩行行動に着目し,地 下街での音案内や歩行者ITS等 の経路

案内を行 うための基礎的知見を得ることを目的とした.第4章 同様,歩 行能力の高い人ほど経路を正

確に把握 してお り,ま たそ うでない人 と利用情報の量や質に違いが見られた.歩 行時の利用情報を常

時存在す る情報 と不規則に存在する情報に分類し,さ らに利用された情報を 「固定一対象物情報」,「固

定一音源情報」,「変化 ・流動情報」 に分類 し整理 した.特 に歩行能力 の高い人は 「変化 ・流動情報」

を多 く用いてお り,屋 外空間の歩行に比べ るとそれらが地下街 における利用情報の特徴であった.A

後の視覚障害者への地下街における情報提供 として,「変化 ・流動情報」を組み込んだ案内文が有効で

あることを明らかにした.

第6章 では,歩 行支援情報システムの評価方法の検討を行った.シ ステムの評価においては,利 用

者による問題点指摘に留まり,評 価論 として確立 されていない.そ こで,本 章では,新 たな評価方法

の検討 を行 うために,第4章 で提案 した 「方向感覚能力から見た歩行能力」 とい う指標を用いた.そ

の方法 としては,方 向感覚質問紙簡易版 の得点に より,視 覚障害者を歩行能力別に分類 し,ア ンケー

ト調査 による主観的評価 と行動解析による評価の違いを検討 した.そ の結果として,歩 行能力別の評

価やニーズの違いを明らかに し,歩 行能力を考慮 した案内方法や評価の重要性 を示 した.

第7章 では,視 覚障害者が外 出時の危険箇所の一っとして挙げる信号交差点を対象 として,視 覚障

害者が普段どの ように信号交差点を横断 しているのか,ま た警察庁が導入 している歩行支援情報シス

テム(PICS)が どのように歩行の安全性を確保す るのかについて検討を行なった.盲 学校に通う生徒

を対象に実施 された ビデオ調査か ら,普 段から日常的に利用 しているような交差点での横断は,非 常

にスムーズな横断をしていることより,「慣れ」とい うことが,視 覚障害者の歩行の安全性に大きく起

因 していることを明らかに した.ま た,歩 行支援情報システムを用いることによ り,よ り安全的かつ

効率的な横断を支援 していることを明らかに した.

第8章 では,結 論として,こ れ までの論述をま とめ,歩 行能力を考慮 した歩行支援情報システムの

考え方,歩 行支援情報システムのユニバーサルデザインについての課題,視 覚障害者のための移動支

援環境整備 について論考 した.歩 行能力 を考慮した歩行支援情報 システムの考え方については,方 向

感覚質問紙簡易版の得点よ り,視 覚障害者 を3分 類 し,そ れに応 じた情報提供モー ドを作成すること

を提案 した.
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結論 として,本 論文は視覚障害者の移動支援環境整備において,IT技 術等を活用 した歩行支援情報

システムを用いる場合の視覚障害者の要件,機 器開発における評価方法の提言,お よび歩行支援情報

システム以外の歩行支援環境整備に役立つ視覚障害者の歩行特性を明示 したことを述べている.
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この論文は,今 後の社会基盤整備の重要な施策の一つ と位置づけ られている歩行支援情報システム

整備 を中心 とした視覚障害者のための歩行支援環境づくりにっいて論 じた もので ある,視 覚障害者の

歩行支援環境整備については,こ れまで視覚障害者用誘導ブロックや音響信号の整備がなされてきた.

近年では,IT技 術等の進展に伴い,ユ ビキタスネッ トワークを活用 した歩行支援情報 システムの開発

が国家的プロジェク トと して進め られている.特 に,最 も歩行支援が必要である視覚障害者への対応

を重視 し,方 向や位置情報 を正確に提供できる技術が用いられている.

しか し,こ れ らのシステムは,ま だまだ技術的にも発展途上であること,多 様な視覚障害者ニーズ

にどのように対応す るかな どの課題が残されている.つ まり,と もすれば陥 りが ちな 「技術 開発」先

行の方法では,こ れ らの問題 を解決することはできない.そ のような意味において,こ の論文は視覚

障害者が歩行支援情報シ ステムに求める詳細なニーズやこれまでほとん ど明らかに されていない視覚

障害者の歩行特性 を把握 しているところに大きな意義があると言える.ま た歩行支援情報システム開

発後の新たな評価方法を提案す るなど,以 下に示す多 くの優れた成果を挙げている.

①平成13年 ・14年 に実施された大阪梅田ター ミナル地区歩行者ITS社 会実験 より,視 覚障害者が携

帯端末 としてPDAを 用いる場合の課題や解決方法の提案,移 動中に必要な情報等,視 覚障害者のニ

ーズを明らかにしている.特 に,移 動にお いて多く挙げられた必要な情報は,誘 導ブロックの有無

トイレの位置,商 品等の張 り出 しであり,こ の3っ を重要な移動中の空間特性情報 としている.ま

た,移 動直前に全体経路の説明を行 う場合は,全 盲者,弱 視者で も,や や簡易的な説明でよい とし

ている.こ れ ら以外にも,視 覚障害者へ情報提供を行 う場合の必要な要件を詳細に提示 してお り,

これ らの結果は今後の システム開発に適用できる有用な知見であると考 えられ,高 く評価できる.

②上述の視覚障害者に対す るニーズだけでなく,晴 眼者のニーズも把握 してい る.そ こで,視 覚障害

者に対する経路案内を基本 とし,晴 眼者 のニーズをも取り込んでいく場合に,ど の ような対応が必

要であるかを考察 している.そ こでは,全 体経路説明の必要性の有無,移 動中にほしい空間特性情

報,誘 導ブロックを用 いた誘導方法など10項 目について,情 報の共通化 を検討 している.視 覚障害

者と晴眼者が共有 して利用できる経路案内情報の作成については,十 分に可能性があることを示 し

ている.こ のことは,経 路案内のユニバーサルデザインを示すものであ り,今 後のシステム普及に

おいて,大 きな成果 と言える.

③歩行能力の違いの要因は,障 害の程度,歩 行訓練の有無,単 独歩行の経験,空 間認知能力な ど様々

考えられる.視 覚障害は非常に多様であるため,一 概 に障害等級 などか ら歩行能力を区分できるも

のでない。この論文は,視 覚障害者の空間認知能力に着 目し,空 間認知能力の一つである方向感覚

を 自己評定 して測定できる方向感覚質問紙簡易版を用いて,視 覚障害者 の方向感覚から歩行能力を

考察 してい るところに特色がある.そ の結果は,外 出頻度が多い人や一 人歩きできる人,ま た直線

歩行ができる人ほ ど方向感覚得点が高い ことを明 らかに している.こ のことは,視 覚障害者 の歩行

能力を簡易な質問紙で測定できることを明 らかに した貴重な知見 と言える.こ の知 見は様々な視覚



障害者の歩行支援環境整備分野に応用でき,

④地下街空間は一般的に複雑な構造をしていることが多 く,道 に迷 う人が多い.ま た,視 覚障害者 に

おいては,車 や 自転車がいないことか ら安全に歩行できる空間となっているが,複 雑な空間構造と

密集す る店舗などによる煩雑な音環壌によ り,歩 行 に関する情報を得にくい状況 となってい る.平

成13・14年 に実施された大阪梅田ター ミナル地区歩行者ITS社 会実験でも,視 覚障害者への経路案

内は多 くの課題を残 した.こ の論文では,視 覚障害者(特 に全盲者)が,地 下街を単独歩行する時

の空間認知の把握方法や歩行時の利用情報を明 らかにしている.そ こでは,上 述の歩行能力 と方向

感覚との関係同様,空 間を正確に把握できる人ほ ど,ス ムーズに 目的地まで到達できること,ま た

そのような人は特に 「変化 ・流動情報」(風 の流れ,人 の足音等)を うまく活用 していることを明ら

かに している.さ らに,地 下街に存在 している具体的な利用情報を収集 し整理 している.こ の知見

は,地 下街での全盲者への情報提供に直接活用できるものであ り,大 きな成果と言える.

⑤これまで,様 々な視覚障害者用移動支援システムの開発がなされてお り,実 証実験や社会実験が数

多 く行なわれている.し か し,そ れ らの評価は,被 験者か らの問題点指摘に留まり,ど の程度のレ

ベル(障 害の程度や外 出状況な ど)の 人に,ど のぐらい有効であったか とい うことまでは明確 にさ

れていない.つ まり,評 価 した視覚障害者は一律ではなく,障 害の程度や外 出状況な どの歩行特性

が不明瞭なまま評価が行われていることが多い.こ の論文では,こ の部分を明瞭にす るために,歩

行能力別に見た評価方法を検討 している.そ の方法 としては,方 向感覚質問紙簡易版の得点を用い

て,視 覚障害者の歩行能力を上位群,下 位群に分類 し,評 価結果 を示 した.シ ステムに対 して高評

価を行 うのは,下 位群であ り,歩 行そのものに対す る支援を望んでいる,一 方,上 位群は,シ ステ

ムに対す る評価は低くな る傾向にあり,そ れ らの理由 として,位 置情報の精度や多様な情報ニーズ

に対応 しきれていないことであった.こ れ ら上位群は,歩 行そのものの支援 とい うより,快 適でか

つスムーズな歩行の支援を望んでいる.本 論文では,こ れらの結果より歩行能力に合った情報提供

モー ドの作成を提案 している.こ れ らは,今 後の歩行支援情報システム開発 にとって,非 常に有用

な知見であり,そ の成果は大きい と言える.

以上,本 論文は歩行支援情報システムにおける視覚障害者の詳細なニーズや評価方法,歩 行支援情

報システム以外の様々な視覚瞳害者のための歩行支援整備に活用できる知見を取 りまとめた貴重な論

文である.こ れらは,今 後の視覚障害者のための歩行支援環境づくりに貢献できるものであ り,そ の

成果は大きい.

よって,本 論文は博士(工 学)の 学位論文に十分値すると判定 した.
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